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家庭用スチーム式アロマオイル加湿器

取扱説明書
この度はお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
●この商品を安全に正しくお使いいただくために、ご使用の前に「取扱説明書」を最後まで
				お読みください。
●お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切に保管してください。

この製品を使用できるのは日本国内交流 100V 専用のみです。

（This	unit	can	not	be	used	in	foreign	countries	as	designed	for	Japan	only.)

RESET

オフィス・デスク・ベットサイドなどに
パーソナルスペースで大活躍の

コンパクトタイプ

水タンクの代わりに

５００ｍＬのペットボトル
を使って加湿 OK
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いく

ださい。また、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保存してください。
＊ここに示した注意事項は、商品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損
  害を未然に防止するためのものです。また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明
  示するため、誤って取り扱いをすると生じることが想定される内容を『警告』と『注意』に区分
  しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

必ずお守りください

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、 人が傷害を負ったり、 物的損害の発
生が想定される内容を示しています。
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安全上のご注意

加熱槽

RESET

RESET

加熱槽に水あかなどがたまり、故障
の原因。

蒸気孔本体・クリーニング
フィツター・加湿筒をはずし
たまま使用しない。

排水方向を誤ると、本体内部の電気
部品に水が入り、火災、感電、ショー
トの原因になります。やけどの原因
になります。

排水方向から排水する

お手入れするときは、必ず差込プラ
グをコンセントから抜く。
感電やけがをするおそれ。

蒸気孔をフキンなどでふさが
ない。

本体を水につけたり、水をか
けたりしない。
ショート・感電のおそれ。              

蒸気孔・通気孔をふさいで使用しない。
故障の原因。

差込フラグを抜く接触禁止
蒸気孔・本体にさわったり、顔など
を近づけない
やけどの原因。
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ご使用にあたってのお願い

●熱に弱いものの上では使用しない。
テーブルなどが変色、変形するおそれ。

●水タンクに水道水以外の水を入れない。
水道水（飲料用）は、抗菌処理がされており、その他の水は抗菌作用がないため、
カビや殺菌が発生しやすい原因。
温水（40℃以上）、ジュースなどの飲料水、化学薬品、芳香剤、洗剤を入れた水を
入れないで下さい。本体が変形し故障の原因。

●片手で持ち運びしない。
本体は両手を使って水平に持ち運ぶこと。水やお湯もれによる故障、やけどの原因。

●お手入れする時や使用後、加熱槽に残った水をすてる時は、差し込み
　プラグをコンセントから抜き、本体が冷めてから行う。

やけどのおそれ。

●加熱槽のお手入れに塩素系、酸性タイプの洗剤はしない。
洗剤から有毒ガスが発生し、健康を害するおそれ。
また、故障の原因。

●丸洗いはしない。
本体を丸洗いしたり、本体内部や底部に水を入れたりしない。
ショート、感電のおそれ。

●凍結に注意する。
凍結の恐れがあるときは水タンクや本体の水を捨ててください。
凍結すると故障の原因になります。

●水タンクを本体にセットした後は給水時以外、水タンクにさわったり、　
　抜き差ししない。

必要以上に水が供給されて、加湿筒から熱湯があふれたり、内部が異常高温になって
水タンクが変形する原因になります。

●加湿しすぎない。
加湿しすぎると周囲をぬらしたり、故障の原因になります。

●本体の手入れをこまめにおこなう。
お手入れをしないで使い続けると、水あかやごみなどで汚れ、性能が低下したりカビ
などの繁殖や悪臭発生の原因になります。

本体内部の水路が詰まると運転できなくなります。
ご使用にともない水道水に含まれる ｢カルシウム｣ や ｢マグネシウム｣ などの成分が本体内
部に付着しています。２日に１回は本体内部の水を全て排水してください。また、１週間に
1 回は ｢お手入れ｣ してください。
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●適した設置場所
壁や家具・パソコンや家電製品・精密機器などから離れたところで、人が容易に手を触れない水
平で安定な場所。
加湿器本体の下に、布及び水漏れ防止用シートーを敷いてください。
蒸気孔から出る蒸気をさえぎるようなものがないところ。

●次の場所では使用しない
直射日光があたる場所や暖房機の上または近く
変形・変色したり誤動作することがあります。

テレビやビデオ・パソコン・携帯電話などの近くや上、及び加湿筒から出る蒸気が壁やカーテン・
天井などに直接あたる場所
電気機器の故障や、家具・壁にしみがついたり、変形の原因になります。

人がよく通るところ
ぶつかったり、電源コードに引っかかると、加湿器が倒れ、熱湯がこぼれてやけどしたり、故障
の原因になります。

熱に弱い家具や床などの上
本体底面の熱により変色したり、変形の原因になります。

枕元やベッドテーブルなど就寝中に誤ってふれる恐れがある場所
誤って倒してしまったときに熱湯がこぼれやけどをする恐れがあります。

敷物やカーペット・ふとんなどの上
水がこぼれたり誤動作や故障の原因になります。

湿度の高いところ
故障の原因になります。

設置場所

３０ｃｍ以上 ３０ｃｍ以上

１００ｃｍ以上
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各部のなまえ

内部

底部

電源部

アロマケースふた

アロマケース

蒸気孔

加湿筒

リセットボタン

水タンク

通気孔

電源コード

差し込みプラグ

アロマパット

クリーニング
フィルター
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水槽 水路穴

加熱槽

内部

底部

電源部 ON

OFF

各部のなまえ

転倒防止スイッチ

電源スイッチ



8

ご使用の前に

この商品は水を内部で沸騰させて加湿する「スチーム加湿器」です。

製品の安全性には十分に配慮いたしておりますが、構造上、運転中及び運転直
後の内部は大変高温となっております。誤った取り扱いをしますと、内部のお
湯がこぼれたり溢れたりして、思わぬやけどや、周辺の家具などを破損させる
原因になります。特に小さいお子様や高齢の方のいらっしゃるご家庭では、こ
の構造を十分にご理解いただいて、安全に正しくご使用ください。

1. 水タンクの専用キャプを開け、蛇口から水タンクに水道水を入れます。
●アロマオイルや、芳香剤、40℃以上の温水、洗剤、化学薬品などは絶対に入れないでください。
●必ず水道水を入れてください。
●本体部分に直接水を入れないでください。

2. 水タンクの専用キャプをしっかりと閉め、専用キャプを下にして、水タンクを本体にセットします。
●専用キャプが空回したり、簡単にはずれてしまう場合は使用しないでください。必ず販売店また

　　 はアフターサービスにご相談ください。
●専用キャプを取り付けたあと、水タンクをさかさまにして、軽く押して、ふたの根元から水漏れ
　がないことを確認してください。

本体に水タンクを差し込んだあとは、給水時以外に水タンクに触れたり抜きさし
したりしないでください。必要以上に水が本体内部に供給させて加湿筒から熱湯
があふれたり、内部が異常な高温になり水タンクが変形する原因になります。
ご使用頻度によっても異なりますが、定期的に本体内部の清掃をお勧めします。

ご使用の前に知っておいていただきたいこと

お願い
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加湿のしかた

ペットボトル（容量５００ｍＬ）を使用する場合

ご注意

●ペットボトルは、必ず容量５００ｍＬ
    のものを使用してください。
   ５００ｍＬよりも容量の多いものや
   少ないものを使うと、本体やペット
   ボトルが転倒し、お湯や水が流出す
  るおそれがあります。また、水量が
  よく見えるよう無色透明のものをお
   すすめします。
●市販のペットボトルには、当商品
   のキャプを取りつかることができな
   いものがありますので、必ず確認
  をして取りつけられるものを使用し
  てください。また逆さにして水もれの
   ないことを、充分確認してください。
●ペットボトルの飲料をそのまま使用
   しないで、中をよく水洗いして必ず
    水道水を入れてください。
●アルミ製のボトルや変形したペット
    ボトルは使用しないでください。

  

ご注意
●水は必ず水道水を入れてください。
●お湯を入れないでください。やけ
    どや故障の原因 になります。
●水を入れた後、専用キャップをしっかり
    としめ、水もれがないことを確認し
   てください。

水は、水タンク（またはペットボトル）の
半分以上から満水までの間に入れます。

　水タンク（またはペットボトル）
　に水道水を入れる

キャップ

①はずす

水タンクを使用する場合

②

③しめる

ペットボトルの
キャップは不要

①はずす

②
③しめる
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アロマの使い方

①アロマトレイを、本体から取り出します。

②図のようにふたをはずし、アロマパッドに市販のアロマオイルを１～２滴し
　みこませます。

●アロマパッドは２個付属しています。アロマの種類により使い分けることもできます。アロマパッド
　は消耗品です。新しいアロマパッドのお求めは、お買い上げの販売店または当社サービスセンター
　にご連絡ください。

③アロマケースにふたをし、本体に戻します。

アロマオイルをアロマトレイに入れるときは必ずアロマトレイを本体から取り出してからアロマオ
イルを入れるようにしてください。アロマトレイが本体に装着したままで、アロマオイルを入れる
と蒸気孔から蒸気が出て手にやけどするおそれがあります。また、オイルをこぼれて蒸気孔に入る
可能性があります、火災・感電のおそれがあります。

アロマの香りについて
ご使用になるアロマオイルの種類によっては、アロ
マが香りづらい場合があります。このような場合は、
他の種類のアロマオイルをお試しください。
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使い方

リセットボタン

必ず水の入った水タンク（またはペットボトル）を本体にセットしてから電源
を入れてください。

1. 差込プラグをコンセント（交流 100V) に確実に差し込みます。
2. 電源スイッチを「ON」にします。
●運転ランプが点灯します。
●スチームが出始めるまで 3 ～ 5 分程度かかります。

音 運転が停止する直前に「カチッ」と音がしますが、異常ではありません。

※はじめてお使いになるときに、煙が出たり、においがすることがありますが、故障ではあり
　ません。また、樹脂などのにおいがするときもありますが、ご使用とともにすくなくなります。
※部屋の温度・湿度によっては、蒸気が見えにくい場合があります。
※水タンク（またはペットボトル）に水が入った状態で電源スイッチを「OFF」した後、再加湿す
　る場合は、電源スイッチを「ON」にすると加湿が開始されます。

RESET

点灯
※電源スイッチを「ON」にし
ても加湿ランプが点灯しない
場合は、リセットボタンを押
してください。

加湿

転倒防止スイッチについて
この製品は転倒防止スイッチを装備しています。この装置は、動作中の製品が転倒したとき、安
全のためすぐに通電を止め、電源をオフにするものです。
万が一本体が転倒してこの装置が働いた場合は、電源スイッチを「OFF」にしてください。
再度、使用を開始する場合は、本体を元の状態に戻し、安全を確認してから再度電源スイッチを

「ON」にしてください。

電源の入れ方

音 加湿開始したら「ボコボコ」と音がしますが、内部で水を沸騰させている音です、
異常ではありません。
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使い方と付属品

付属品
アロマバッド（2 個）

あらかじめ本体にセットされているアロマパッドと同じものです。
汚れて使えなくなったときの交換用としてご使用ください。

お手入れブラシ（1 セット）
ブラシ部にステイックの先端を差し込んで使用します。

クリーニングフィルター（交換用 1 枚）
あらかじめ本体にセットされているフィルターと同じものです。汚れて使えなくなったときの交換
用としてご使用ください。

水タンク（又はペットボトル）の水がなくなったら・・・
水タンク（又はペットボトル）の水がなくなると、自動的に運転を停止し、加
湿ランプが消灯します。続けて使用する場合は、下記の手順で行ってください。

※続けて使用する場合、電源スイッチは「ON」のままにしておいてください。

①運転停止後、約５分以上経過してから、水タンク（又はペットボトル）に水道水を入れ、
　本体にセットする。
②リセットボタンを押す。

「カチッ」と音がして加湿ランプが点灯し、加湿が開始されます。

ご注意 水がなくなり、自動的に運転が停止した直後にリセットボタンを押しても、
加湿ランプが点灯せず、加湿しません。続けて使用する場合は、必ず約５分
以上経過してから水タンク（又はペットボトル）に給水し、リセットボタン
を押してください。

リセットボタンを押しつづけない
内部温度が異常上昇して故障の原因になります。
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排水のしかた

蒸気孔や加湿筒、内部などが非常に高温になっているため、やけどの原
因になります。十分に冷めていることを確認してから排水してください。

本体内部の水路が詰まると運転できなくなります。
ご使用にともない水道水に含まれる「カルシウム」や「マグネシウム」などの成分が本体内部に付着
していきます。2 日に 1 回は本体内部の水をすべて排水してください。また、1 週間に 1 回は「お手入れ」
してください。

排水時にクリーニングフィル
ターが排水と一緒に排出され
る場合があります。
クリーニングフィルターは高
温になっている場合がありま
す。取り扱いには十分にご注
意ください。

①電源スイッチを「OFF」にする。
②差込プラグを抜く。
③本体がさめた後、水タンクをはずす。
④蒸気孔本体、水タンク、加湿筒、クリーニングフィルターをはずす。
⑤加熱槽、水槽に残った水を排水方向から排水してください。

クリーニングフィルターには、
白い粉（水道水のミネラル分）
や水あかなど付着させて、加
湿槽に付着する汚れを少なく
する働きがあります。クリー
ニングフィルターは、必ず取
り付けてご使用ください。ま
た、こまめにお手入れしてく
ださい。そうしない場合、加
湿槽の汚れが取れにくくなり、
故障の原因になります。

排水方向
クリーニング
フィルター

水槽

加熱槽

排水方向は必ず加熱槽を下に
し て か ら 排 水 し て く だ さ い。
逆にする場合は加熱槽に残っ
た熱湯で手にやけどする恐れ
があります。

使用中や使用直後は排水しない
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各部 お手入れのしかた

水タンク（又はペットボトル） 週１～２回程度、水タンク（またはペットボトル）
に水を入れ、充分にすすぎ洗いをする。

クリーニング
フィルター

週２回程度、水道水で手もみ洗いする。

蒸気孔本体

専用キャップ

月２回程度、水でスポンジを使って洗い、乾いた
布でふく。　　　　　　

●本体外側・内側は、よくしぼったフキンで汚
　れをふき取る。
●加湿槽、水槽は、割りばしなどに布を巻きつけ
　て汚れをふき取る。
●加湿槽は、週２回程度、よくしぼったフキン
　で汚れをふき取る。

　お手入れのしかた

本体

ご注意 水タンク（またはペットボトル）は、必ず水で洗ってく
ださい。お湯で洗うと、変形するおそれがあります。

ご注意

ご注意
●本体の丸洗いはしないでください。本体内部に水が入
     り、故障の原因になります。
●加熱槽はこまめにお手入れしてください。フッ素加工
   されていますが、長期間お手入れしないと、汚れがこび
   りついて落ちにくくなります。
●お手入れしている指など届かない場所はお手入れブラ
　シを使用してください。

専用キャップのパッキンがはずれ
たときは、パッキンを確実に取り
つけてください。

パッキン

電源スイッチを「OFF」にして、差し込みプラグを抜く。
本体が冷めて、本体内側の水をすててからお手入れする。

常に清潔に保ち、性能低下・悪臭を防止するためにこまめにお手入れすることをおすすめします。
水タンク（またはペットボトル）の水は、毎日新しい水道水と交換してください。本体内側に残った水は毎日すてて
ください。また、本体内側は、週２回程度定期的にお手入れしてください。

クリーニングフィルターは消耗品です。ご使用にともない傷で
きます。汚れや破損がひどいときは交換してください。お求め
は販売店またはアフターサービスにお問い合わせください。

ご注意
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こんなときは ここを確認して こう処置してください

電源が入らない

差込プラグがコンセントに差し込ま
れていますか？ 差込プラグをしっかり差し込んでください。

水がなくなって、安全装置（サーモ
スタット）が働いていませんか？

水を入れたタンク（またはペットボトルを本体
にセットして、リセットボタンを押してくださ
い。

リセットボタンを押
しても、すぐに電
源が切れてしまう

水を入れたタンク（またはペットボ
トル）をセットしていますか？

水を入れたタンク（またはペットボトル）を本
体にセットしてください。

内部の温度が上昇しすぎていません
か？

水を入れたタンク（またはペットボトル）
を本体にセットしたまま 5 ～ 10 分程度待
つからリセットボタンを押してください。

加熱槽が汚れていませんか？ 付属のお手入れブラシ使って加熱槽のお手入れ
をしてください。

本体が熱い 内部で水を沸騰させているためです。

故障ではありまん。
そのままご使用ください。　　    

「ボコボコ」と音
がする 内部で水を沸騰させている音です。

アロマが香らない アロマオイルの種類によってはアロ
マが香りにくい場合があります。　

　　

修理技術者以外の人、分解したり修理をしない。警告

故障かな？と思ったら
修理を依頼する前に、次の点をお調べください。

下記の点検・処置をしても改善されないときは、お買い上げの販売店または当
社アフターサービスにご相談ください。
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電源 100V 50-60Hz

消費電力 130W

加湿能力 約 140ml/h ※

水タンクの容量（約） 約 450ml

連続加湿時間（最長）（約） 約 3.5 時間※

適用床面積（目安）
（使用状況、環境により異なります）

２～ 4 畳

安全装置
サーモスタット 115℃

温度ヒューズ 133℃
転倒防止スイッチ

外形寸法（約）（幅Ｘ奥行Ｘ高さ） 180X100X182(mm)

質量（電源コードを含む） 0.9Kg

電源コード長さ 約 1.6m

付属品
アロマパッド（2 個）

お手入れブラシー（1 セット）
クリーニングフィルター (1 枚）

※加湿量・連続加湿時間（最長）は、室温 20℃・水タンク 450ml を使用した場合です。
※加湿量・連続加湿時間（最長）は、室温や湿度環境、壁、床の材質、部屋の構造、使用している暖房機などの
　環境条件によって大幅に左右されますので目安としてください。

仕様
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保証とサービスについて

※修理を依頼される前にまず「故障かな？とおもったら」（P15) をご覧になり、お調べください。
　それでも不具合の場合は、下記に基づい、お買い上げの販売店にご相談ください。

1  保証書の内容のご確認と保管のお願い
　保証書は、販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、「販売店印及びお買い上げ日」
　をご確認の上、内容をよくお読みになり、大切に保管してください。

2  保証期間はお買い上げの日から１年間です。（消耗部品は除く）
3  修理を依頼されるとき
　保証期間内・・・・・・恐れ入りますが、製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持
　　　　　　　　　　　　参ください。　
　保証期間を過ぎているとき・・・・・・　まず、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によっ
　て機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。ご相談の際、次の事をお知ら
　せください。①製品名　②品番　③製品の状況（できるだけくわしく）

4  本加湿器の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後５年です。
　補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
5  その他製品に関するお問い合わせ、ご質問がございましたら、お買い上げの販
　売店、または当社アフターサービスまでご相談ください。

長年ご使用のスチーム加湿器の点検を！

こんな症状はありませんか
●電源コードや差込プラグが異常に熱くなる。
●電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする。
●水タンクや本体から水もれする。
●その他の異常や故障がある。　

使用を中止し、
故 障 や 事 故 防 止 の
た め 必 ず 販 売 店 に
点 検 を ご 相 談 く だ
さい。



18

無料修理規定

１．取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した場合
         には、お買上販売店が無料修理いたします。
２．保証期間内に故障して無償修理を受ける場合は、商品と本書をご持参ご提示のう
　　え、お買上販売店に依頼してください。
３．ご転居、ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買上販売店に修理がご依頼にな
　　れない場合には、取扱説明書に記載のアフターサービスまたは当社窓口までご相
　　談ください。
４．保証期間内でも次の場合には有料修理になります。

（イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷
（ロ）お買上後取り付け場所移動、輸送、落下などによる故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障及び

　　  損傷
（二）一般家庭用以外（例えば、業務用の長時間使用、車輌、船舶へ搭載）に使用さ

　　  れた場合の故障及び損傷
（ホ）本書のご提示がない場合
（へ）本書にお買上年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を

            書き替えられた場合
（ト）消耗部品の交換

５．本書は日本国内においてのみ有効です。
６．本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束うるものです。従ってこの保証書に
　よってお客様の法律上の権利を制限うるものではありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の
　場合は、お買い上げの販売店又は当社アフターサービスまでご相談ください。
※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について、詳しくは「保証とサービスについて」をご覧く
　ださい。
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